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クリン
トン

政
権に
なっ

て
も
経
済
が

一
向に
改
善さ

れ
な

い
ため
か

、
ア
メ
リ

カ
で
は
こ
の
と

こ
ろ

、
犯
罪が
急
閉し

て

い
る 。
一
連

の
犯
罪の
な
か

で
紋
近
目立

つ
の
は

、
銃

に
よ
る
殺人で
あ
る 。
カ
リ

フ
ォ

ルニ
ア
中
部のフ
レ
ス
ノ

の
クラ
ブ

で
七
人
が
喰ち
殺さ

れ
た

、
私もよ

く
買

い
物に
行

くス
ーパ
ーマ
l

ケッ
れ「

ラ

ルフ
ズ」
の
別の
チェ
ー
ン
店の
脇

で一

人
が
喰ち
殺さ

れ
た

、
といっ

たニュ
ー

ス
を
連
日

の
よ
う
に
T
V

は報
じ
て
い

る 。
五
月二
十
六
日
付
「ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク・
タ

イム
ズ」
に
よ
る
と
、

ア
メ
リ
カ

国
内

に
は
二
位
丁
以
上

の
銃
が
出
回っ

て
お
り 、
年
間
三
万
四
千
人
前
後
が
銃

に
よっ
て
殺
さ

れ
て
い
る
と

い
う
の
だ

か
ら、
述
日

の
官
件
は
当
然

の
こ
と
な

の

か
もし

れ
な

い。

服
部
君
射
殺
に
無
罪
評
決

けん

こ
うし
た
傘銃
社会
と

し
て
の
ア
メ
リ

カ
の
恐るべ
き
断
面を
露出し、
前途

に

満
ち

た
十
六

歳の日
本
人
少
年
が
犠
牲に

なっ
た
痛ま
しい
恒
件が

、
ル
イジ
ア
ナ

州のバ
トン

ル
ー

ジュ
で
昨年

十
月

に
起

こっ
た
服
部
剛
丈（

よ
し
ひ
ろ

）
君の
射

殺で
あっ

た。
そ

し
て
こ
の
事
件で
「
故

殺
罪」
に
問わ

れ
て
起
訴さ

れ
たロ

ドニ

アよいl
ナうし・
州にてピ
の 、はア
陪こ 、l
審のすズ

十五で被二月に告
名二詳（が十し三
揃Z三く十つ日報ー

て 、じ歳
無ルら）
罪イれに
をジたた

連日の事件と家庭の自衛

評
決し

た
の
で
あ
る 。

こ
の
事
件
は

、
Z
S＼

（
動

くな
｜）

と
言

う一
般に
は
英
語の
辞
書

に
も
出て

い
ない

ア
メ
リ
カ
英
語を
知
り
渡らせ

た

こ
と

で
も
話
題

に
なっ

た
が

、
愛知
県
立

旭
丘
高
校

二
年
生

の
服部
君は

、
高
校
生

留
学で
は
最
も
評
価の
高い
A
F
S

（
ア

メ
リ
カ
ン・
フ
ィ
ー

ル
ド

・
サ
l

ヴ
ィ

ス）
の
留
学生な

の
で
あっ

た。
今
回

の

裁
判は

、
去る
三
月
十

五
日
か

ら
始まっ

て
い
た
け

れ
ど

、
時
間の
経
過
と
と
も

に

被
告へ
の
同
情が
現地

で
は
高まっ

て
い

る
と

い
わ

れ
てい
た
だ
け

に、
遺
憾な
が

ら
、

無
罪の
評
決はほ
ぼ
予想
ど

う
りで

あっ
た。
裁
判
上

の
争
点は

、
被
告
の
射

殺
行
為
が
刑
法
違
反
か
ど

う
か

で
あっ

た
が、
去
る
四
月
十
七
日

のロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
黒
人
殴
打
事
件へ

の
評
決

に
も
見

ら
れ
た
よ
う
に

、
ア
メ
リ
カ

で
は、
社

会
的・
政
治
的
考
慮
が
往々

に
し
て
裁

判を
左
右

す
る
か

ら
で
あ
る 。
そ

し
て

ル
イ

ジ
ア
ナ
州

の
市
民

た
ち

は
、

自
分

の
家
庭

の
安
全
が
符
か
さ

れ
る
と
思っ

た
場
合 、
そ

れ
を
銃

で
守
る

の
は
当
然

だ
とい

う
感
情
論に
こ
の
と

こ
ろ
大
き

く

傾い
て
来て

い
た
の
で
あ
る 。
とい

う
こ－

と
に
な
る
と
、

父
親の
服
部
氏が
剛
丈
君

I
』寸司
l

J
の
悲しい
死を
無
駄

司
JV
＼
ぬ

に
し
て
ほ

し
くな

い一

一一九一
与

とい
う
紺烈な
心
情

、

三
い＼
におい
て
呼
び
掛け

h
a

Jγ河一
た、
アメ

リカ
社
会

a
／『

官
、 －E

か
ら
銃
を
追
放
し
ょ

が

う
とい

う運
動が
多

川

く
の
人々

の
共
感を

r
／
h

呼ん
で
広が
りつ
つ

4

あ
る
とい

う報
道
と

i
大
き
く
F
店

する 。

／

そ
し
て
残
念
な
が

汁
・
＼

JL
ら

、そ
の
よ
うな
共

－

f
一一凶

感
は、
今円の

ア
メ

F
戸

aE
リ
カ
社
会で
は、
ま

iy
f

e円一
さ

に
大
海のい一
対に

号、ヘ
ト日Jバ
、有
」し

か
過
ぎない

よ
う

が
匙齢酷野現
世峰
に
私

に
は
思
わ

れ

司唱aaEa得
一
る 。
第一 、
こ
の
頃

，
FE・V．
iaa
件
もア
メ
リ
カ

で
は

・・
匂

a圃
J→

十
分に報
じら
れ
な

－
一
、J

J一
かっ

た
よ
う
で
あ

てJ
J

り 、
私の
周辺

の
ア

ー

メ
リ
カ
人

の
ほ
と
ん

ど
が

、
こ
の
不
幸な
出
来
事

につ
い
て
知

っ
て
い
な

い。

こ
の
事
件が日
本で報
じ
られ
た
夜

、

私は
東
京の
ホテ

ル
で
外
交
問題

の
研
究

会に
出て

い
た。
食
事の
あい
だ

の
話題

に
なっ

た
と
き
、

私の
恩
師で
も
あ
る
高

名な
政
治
学者の
K
先生
は

、
ア
メ
リ
カ

で
は
銃

で
身の
安
全を
守る

の
は
当
然

の
こ
とだ

よ、
と
平然と
語っ

て
お

られ
た。

こ
の
事
件

に
大
き
な
衝
磐
を
受
け

て
い

た
私
は

、
そ

の
と
き

の
K
先
生

の
言
葉

に
は
強い
抵
抗
を
感
じ、
と

う
て
い
納

得
す
る

こ
と
が

で
き
な
かっ

た。
私
恨

に
わ

たっ
て
恐
縮
だ
が、
わ
が
家

の
四

人
の
チ
供

た
ち
も
全
員
A
F
S

の
留
学

生
と

し
て
高
校
生
時
代

に
ア
メ
リ
カへ

行っ
て
い
た
の
で

、
こ
の
事
件
が
他
人

引で
はな
かっ

たか
らで
も
あ
る 。

し
か

し
、ア

メ
リ
カ
社
会に
身を
白い

て
眺め

て
い
る
と 、
客観
的
事実と

し
て
は

、
K

先生
の
見
方が
や
は
り正

しい
よ
う
に
思

わ
れる 。
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所
持
登
録
制
に
も
反
対
論

こ
こカ
リフォ

ルニ
ア
州で
は、
銃
は

登
録制に
なっ

て
お
り 、
傘銃

に
実
弾を

結め
た
ま
ま

の
状
態

で
持ち
迎ぶ
こ
と
も

禁
止さ

れ
て
い
る
け

れ
ど

、
テ
キ
サス
州

な
ど

で
は
銃

の
売
買や
所
持に
何らの
規

制もない
とい

う。
先週は

、
そ

の
テ
キ

サス
州で
州
政
府が
導入

し
よ
うと
し
て

い
る
銃

の
登
録制に
反
対する
論
議が
沸

い
て
い
る
場
面を
T
V
が
映し
出し

て
い

た。
全
米

五
卜

州の
う
ち
登
録制に
なっ

て
い
る

の
はニ

ト一
州だ
と
解説さ

れて

い
た
が、
父
親が
銃

の
犠
牲に
なっ

た
と

い
う一
人

のト℃
財が
紺
介さ

れ
て、
彼
K

が
「
私はホ
lム

・
オ
ー

ナー
と

し
て
絶

対に
わ
が
家を
銃

で
守る
わ」
と
断
言

す

る
と
、

周
囲の
人

た
ちか

ら
強い
支
持の

拍
手が
起こっ

て
い
た。
拳銃
社
会ア
メ

リカ
の
ディ
レ
ンマ

は
、

き
わめ

て
深
刻

だ
とい
え

よ
う。

．【
写真】
裁
判所に
入
る
服部
君
射
殺
事

枠の
被
告
夫
長 。

，
事
件e
はま
だ
尾を

い
て
い
る
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